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 厚生労働省のエイズ動向委員会は２９日、昨年新たに報告された国内のエイズ

ウイルス（ＨＩＶ）感染者とエイズ患者は１４１３人（速報値）だった、と発

表した。過去最多だった２０１３年の１５９０人から２年連続で減少した。 

 新たな感染者は９９０人、患者は４２３人患者は４２３人患者は４２３人患者は４２３人で、いずれも２年連続で前年を下

回った。検査の受診や感染予防の呼びかけや周知が進んだことが要因として考

えられるという。 

 ただ、女性の新たな感染者は１３年４６人、１４年５０人、１５年５７人と、

増える傾向にある。委員会では、性交渉時のコンドーム使用の徹底などを呼び

かけている。 
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 厚生労働省のエイズ動向委員会は１日までに、2015年に新たにエイズウ

イルス（ＨＩＶ）感染が判明した人の数は 1413人で、過去９番目だったとの速

報値を明らかにした。前年は 1546人で２年連続の減少となった。 

 委員長の岩本愛吉・日本医療研究開発機構科学技術顧問は「感染予防

策の普及啓発と治療薬の進歩で、少しずつ新規感染者は減っているのでは。

ただ、今後日本を訪れる外国人が増えるとみられ、動向を注視する必要が

ある」と話している。 

 検査を受けずに発症して初めて感染が判明したのは 423人人人人で、新規感染

者の約３割を占める状況が続く。委員会は保健所が無料で実施する匿名の

相談や検査を積極的に利用するよう呼びかけている。 

 年齢別では 20～40代が多かった。女性は 76人と少ないが過去３年間は

増加傾向にあるという。保健所などが実施した抗体検査は約 12万８千件で、

前年の約 14万５千件から減少。献血での検査陽性件数も減っていた。〔共

同〕 


